
奈良県立 商業学校 校歌

岩城先生 作詞

幾尾先生 作曲

一．三笠の山裾 青葉の庭に 二．大和国原 花野のはてに

商字をかざせる 一本楓 商字をかざせる 一本楓

堅実進摯の 茂りを見せて 剛健進取の 翅を伸して

修むる心の 象はこれと 現はす力の 徴はこれと

朝の光に 輝く緑 夕の光に 天とぶ木の実

奈良県立 奈良高等学校 校歌（統合制時代）

和田利男 作詞

一．みかさの山の みどりこく 二．万葉人が さく花の

さほのながれの たゆるなき にほふといひし よの幸を

古き歴史に つちかひて うみのうちとに ひろむべく

世界をおおう 青雲の 大和くにばら てらすひの

真理のかげを のぞみつつ あいの光を あおぎつつ

あすの文化を つくるもの よもの平和を まもるもの

ああわれらの 奈良高校 ああわれらの 奈良高校

奈良県立 奈良商工高等学校 校歌

奈良県立 奈良商業高等学校 校歌

大上敬義 作詞

下総皖一 作曲

一．緑萌えたつ 青春の 二．国が微笑む 産業の

夢よ楓が 実を結ぶ 花よ幸あれ 虹懸けて

奈良の都に 根を深く 夜半の嵐に 手を繋ぐ

自由 明朗 闊達の 自由 明朗 闊達の

意気と熱とが 捲き起す 汗と脂が 燃えたぎる

風に飛べ 雲に乗れ 人となる 明日が来る

我等 漲る 奈良商工／奈良商高 我等 輝く 奈良商工／奈良商高

奈良県立 奈良朱雀高等学校 校歌

森ちふく 作詞

中澤道子 作曲

一．三笠の山を 仰ぎ見て 二．都城の風を 胸に受け

都大路に 凛と建ち 輝く学舎 萌葱色

学びし技を 世界にむすぶ 起業の翼 たおやかに

誠実 克己 闊達の精神 自由 明朗 創造の精神

心に受けとめ 未来に飛翔つ 心に刻みて 世界に飛翔つ

奈良朱雀高校 奈良朱雀高校


